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自治研修所に在籍して約１年になる。私は、県に採用される前に２年間の民間経験があ

るが、その頃から企業経営、マーケテイング、マネジメント、戦略、兵法、組織論、参謀

論、中国古典、日本の歴史（特に戦国と幕末維新）、人材育成などの一連の領域に関心を

持ってきた。特に業務に直接役立ったということはないが、上記のものへの関心は仕事を

していく上でバックボーンになってきたと思う。この先、急激な人口減少、グローバル化、

地方の再生、ＩＣＴ化の進展への対応など時代の大きなうねりと戦っていかなければなら

ない状況が続き、急激な変化に対する対応力が必要となってくる。参考までに、職員それ

ぞれがレベルアップする上で有効と思われる発想や方法論など３点ほど述べてみたい。

まず第１は、マーケテイングの発想だ。マーケテイングは、人間や社会のニーズを見極

めてそれに応えることである。行政にマーケテイングというと違和感がある人もいるかも

しれないが、時代や市場のニーズを読んで柔軟に対応していくということは有効と思われ

る。ただ、マーケテイングを行政に応用する場合でも市場や顧客についての考え方は企業

とは違い、顧客は事業対象者や受益者ではなく県民だという点は注意を要する。また少な

くとも農林水産業を含め県内産業を支援したり、一体となって事業を行ったりする場合な

どマーケテイングを理解しておくことが大事だ。マーケテイングを実行していくには、３

Ｃ、ＳＴＰ、４Ｐ、ＳＷＯＴなど様々なフレームワークがあるので、それらを習得、アレ

ンジ、駆使していけばよい。戦略立案、事業立案には役立つと思う。

第２として、管理職はマネジメント力の強化が重要だと思う。マネジメントは目標を掲

げてそれに向けて組織のエネルギーを結集して一定の成果を上げていく事であるが、評価

や人材育成も不可欠の要素だ。

  行政ニーズはどんどん多様化していくが、行政組織・定数は少しず

つ縮小せざるを得ない中でいかに質のよい行政を行うか、そして地域

の力を向上させていくかが課題である。

組織の一つの形は孫子のいわゆる「常山の卒然」（中国の常山に住

む蛇の名）であり、首を打てば尾が襲いかかり、尾を打てば首が襲い

かかり、また胴体を打てば首尾とも襲ってくるという蛇であるが、目

的意識を強く持ち、機動的、弾力的に動くというもの。こう

いうマネジメントをしてみたいと思う。
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また、マネジメント論で参考にしているのは、山本五十六の言葉である。

「やってみせ、言ってきかせて、させてみて、誉めてやらねば人は動かじ。話し合い、耳

を傾け、承認し、任せてやらねば人は育たず。やっている姿を感謝で見守って、信頼せね

ば人は実らず。」現在の状況にあわないとの批判もあるが、時代状況に合わせて新たな解

釈をしていけば現在でも通常業務の領域では十分通用すると思う。ＯＪＴやコーチングの

ポイントなども盛り込まれている。

今日では地位や権限と関係なく人に影響力を及ぼすリ－ダーシップが注目されており、

その発揮を求められることも多い。マネジメントとの違い等も理解しておけばいい。

第３に、問題解決力の強化も重要だ。我々の仕事は日々問題解決の連続であり、立ち止

まって自分で考えられる力、困難な問題でも折れずに立ち向かう力を是非身につけたいも

のだ。複数の対応案を多角度からたたいて解決策を見いだす力を個々の職員が身につける

ことは大事だ。特に法的思考力も有効だと思う。

上記３点の養成については、多少バラつきはあるが、自治研の研修

メニューにあるので、ぜひ時間を作って受講して欲しい。

最後に、本を１冊推薦したい。野中郁次郎氏らの共著「失敗の本質」

である。５０万部以上売れたロングセラーなので読んだ人もいると思うが、組織論に関心

のある人には是非一読を勧めたい。第２次大戦における旧日本軍の６つの作戦の失敗の原

因を分析したものであり、私も３０年前に購入して以来愛読しているが、今日の日本の組

織と共通する点が多く、バブル期以降の日本企業の敗退ぶり等が予見されているようで、

興味深い。旧日本軍は銃剣突撃主義や艦隊決戦主義など特定のパラダイム（戦略原型）に

徹底的に適応しすぎて学習棄却できず、自己革新能力を失って新たな環境に適応できなか

ったのが失敗の本質だと述べている。また、コミュニケーションや戦略の徹底の重要性、

組織学習、不測の事態への対応やダメージコントロールなど参考になる点が多い。我が身

を顧みて反省すべき点も多い。今は中公文庫になっているし、自治研でも貸し出しを行っ

ている。（私は戦争や軍を是とするものではないが、戦略論や組織論などをやるときには、

戦いや軍などを扱うのは不可避となるのであしからず。）

人材育成の中心はあくまで実務を通じてのＯＪＴであるが、ＯＦＦ－ＪＴである程度体

系的な知識を習得し、そこで得た「気づき」を起点として自分で思考を深めていくことが

大事だ。研修の場は、自身や組織の強み、弱みに気づき、それらを強化、補強していく契

機になるものだと考えている。業務多忙で受講する時間はないと言うことだろうが、研修

や自己啓発の時間を捻出するのも改善のうちだと思う。皆さんの奮起を期待する。

所属長の皆さんにお願いしたいのは、能力開発研修など手上げ方式の研修にも職員をど

んどん出して欲しいということである。受講した職員にとっても、また回り回って所属や

県庁組織全体にとってもプラスになると確信している。
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農林水産業の６次産業化 研修ちょい見せ     

  

  職員のレベルアップに有効な３つの方法論を

松田所長にセレクトしてもらいました。

   

研修担当

         

     

   

マーケティング

  秋田県産品を売

り出していく際

には、市場分析

力、商品の開発

力が問われます。

   

●売れる県産品を創造するためには、マーケティング・スキルは必須！！

  自分たちが持つ強みは何？弱みは何？

チャンス（機会）はあるの？脅威は？ → 「ＳＷＯＴ分析」

が役立ちます。

◎ＳＷＯＴ分析とは？

外部環境（機会・脅威）の変化に対し、自らの

内部環境（強み・弱み）を分析しながら、与え

られた使命や将来像、戦略課題を導くための方

法論であり、新たな戦略構築に用いる分析手法

です。

◎ビジネス・キャンバス・シートとは？

様々な地域振興のモデルを枠組みで理解し、比

較することができるモデルで、顧客との関係や

商品価値などの関係を図化するという面で評

価が高い手法です。

【６次産業化を成功させるために必要な要素】

①顧客とのコミュニケーション ②地域資源の磨き上げ ③地域全体のマネジメント

④外部からの資源獲得（助成金・人材など） ⑤持続可能なビジネス的なセンス

    → これらを関係者の間で一枚の絵としてまとめることが重要です。

     研修ではシートを活用して成功に必要な要素を整理します。

コンサル経験豊

富な仙北市出身

の講師がわかり

やすく教えます。

3



業務マネジメント 研修ちょい見せ

    

創造的問題解決 研修ちょい見せ

研修担当

研修担当

マネジメント

   メンバーの心を

   つかみ、人をや

る気にさせ、目

標に向かって組

織のエネルギー

を結集するには

どうするか！

問題解決

問題に対しては、

原因究明と複数

の解決策の検討

が必要。その際

にはいくつかの

ビジネスフレー

ムワークを応用

するのが有効です。

◎リーダーシップ理論とは？

Ｐ機能とは、メンバーへの指示や叱咤激励などによ

り目標を達成する能力、Ｍ機能とは人間関係に配慮

し、集団のチームワークを維持・強化する能力を指

します。短時間で成果を出すには、Ｐを重視し、長

期間で成果を出すには、Ｍを重視するとうまくいく

と言われています。（三隅二不二氏提唱）

「自分を知る」

ことがマネジメ

ントの出発点。

目から鱗です！

●チーム力向上のための

コミュニケーション力とは？

～メンバーの何をとらえればいいのか

・一人ひとりに興味・関心を持つ

・良いところを承認する

・考えや思いに共感する

●マネジメントの本質は？

メンバーが仕事を通して幸せを感じ

られるようにしていくこと、つまり、

少し背伸びをした仕事を与え、失敗

しないように見守り、成功に導くよ

うにフォローしていくことが重要です。

  

◎連関図法とは？

原因と結果が複雑に絡み合った問題について、その関係を論理的につ

ないでいくことによって問題を解明する手法です。メンバーのコンセ

ンサス（合意）を得たり、発想の転換を導くのに効果的です。

ただ漫然と現状（原因）を分析し、解決

策を立案するのではなく、ポジショニン

グ・マップや連関図法といった様々なフ

レームワークを活用することで、より柔

軟な思考が可能となります。

熱意あふれる

講師がわかり

やすい言葉で

解説します。

理想

ﾘｰﾀﾞｰ失格
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～自治大学校第１部課程第 12７期研修～

  （自治大学校での派遣研修に参加している職員から、研修レポートをいただきました。）

自治大学校第１部課程（第１２７期）を受講して

いる安倍です。

東京都立川市での５か月間の研修生活について紹

介します。

第１部課程は、年度の前後半の２部に分かれてお

り、私が受講する１２７期（１０月～３月）は、北

は青森県から南は沖縄県まで、出身地や年齢、職種

は様々ですが、同期生４９人（男性４０人、女性９

人）が、厳しい研修内容に四苦八苦しながらも充実

した寄宿舎生活を送っています。

自治大学校では、法制や地方行財政、公共政策な

ど幅広い分野についての講義に加えて、何人かのグ

ループに分かれた政策立案研究や事例演習に多くの

カリキュラムを割いています。ここでは、本研修の

特色でもある、ある日の事例

演習についてご紹介します。

この日は小グループ討議の

時間でした。事例演習は通常

は１２人程度の４つのグルー

プに分かれて行いますが、そ

のグループ内でさらに３～４

人の小グループを作り、研修生それぞれが持ち寄っ

た事例や課題をテーマに討議を行います。私のグル

ープでは、群馬県や福井県の研修生と「大学生、新

規学卒者等の地方定着の促進」や「小さな拠点と地

域運営組織に関する自治体の取組」などについて討

議しましたが、課題が生じる背景に自治体間で違い

はあるものの、構造的に共通する部分が多いこと、

一方でその解決へのアプローチにも様々な視点があ

ることを、学ぶことができました。さらに、今期か

らは、国家公務員の方たちとの共同演習も行われて

おり、私達地方公務員とは異なる視点から論点を整

理し、仕上げていく姿勢に感銘と刺激を受けました。

さて、研修生活は厳しいだけではありません。特

筆すべきは、晴れた日に寄宿舎の自室から美しい富

士山の姿を見ることができることです。今年は、富

士山の初冠雪が、これまでの最晩記録（昭和３１年

１０月２６日）と並ぶ

遅さだったため、初冠

雪の瞬間にも立ち会

うことができました。

ちなみに、山梨県富士

吉田市では独自に富

士山の「初雪化粧」も

発表しております。富

士山が化粧をするよ

うにうっすらと雪

をまとう姿もぜひ

見たかったのです

が、今年は入校前の

９月２５日であったため、残念ながら叶いませんで

した。

また、寄宿舎では、料理が得意な仲間の手料理や

全国各地のご当地グルメ・銘酒が振る舞われ、研修

生同士の親睦が図られています。週末は関東近辺の

研修生が地元の名所を案内するイベントを企画して

くれ、草津温泉や高尾山、山梨などを巡り、たくさ

んの思い出をつくることができました。

３月の卒業まであと少しですが、仕事に対する姿

勢や職員として何が求められるのか、講義だけでは

なく、同じ研修生からも学び吸収するともに、ここ

でしか得られない貴重な経験と苦楽をともにした全

国の仲間を大切に、残りの研修期間も頑張っていき

たいと思います。

宿舎から見た富士山の初冠雪
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この度、東京都立川市にある自治大学校で長期研

修を受講させていただいております。

自治大学校は総務省が設置している地方公務員向

け国内唯一の中央研修機関で、私が受講している、

都道府県職員と政令指定都市等職員向けの第１部課

程と呼ばれているコースのほか、市町村職員向けの

第２部課程や税務職員用・監査職員用の研修などが

実施されています。研修期間は敷地内にある寮で生

活することとなっており、私も全国から集結した４

９人の第１部課程の研修生とともに約５か月間の研

修生活を過ごしています。

１日の研修は１時限７０分の講義が５コマから構

成されています。しかも、各コマの始まりと終わり

にはチャイムが鳴ることから「学校」にいるような

感覚になりますし、これが５か月も続くとなるとや

や誇張すれば「国内留学」のような気持ちにもなり

ます。

期間が長いですので、研修科目も多岐に渡ります。

憲法・行政法・地方自治制度などの基本的な科目か

ら、PPP や産業政策論、自治体広報戦略、条例立案

演習など、自治体に関係する８０科目

の講座が用意されています。また、講

師陣も作家の童門冬二さんや大森彌先

生（東大名誉教授）など、各界の第一線で活躍され

ている著名な方が多く、私も「情報公開と個人情報」

を担当される東大の宇賀克也先生の講義をとても楽

しみにしています。

研修の中で中心となるのが政策立案研究です。こ

れは４、５人でグループを組んで研究を行い、研修

の最後に内部・外部の講師の前で１５分間のプレゼ

ンを行うものです（期間の中頃に２日間の現地視察

も行います。）。研究テーマは自由ですが、行政が実

施する政策で、新規性と実現可能性を提案すること

が求められています。５か月の期間があるとは言え、

他の科目もあることから研究に使える時間は意外な

ほどに限られます。また、国・自治体も様々な政策

を展開しており、過去の研修生の先輩方も色々な提

案をされていますので、そうした中で新規性と実現

可能性を見いだすのは決して容易なことではありま

せん。私のグ

ループでは

農家民宿を

研究してい

ますが、やは

り何度か壁

に突き当た

りました。

しかし、生

活を共にしていることから団結も強く、夜・休日も

自主的に打ち合わせを行うなどし、何とか最終的な

提案が完成しつつあります（なお、政策を提案する

際にはその決定課程や事前のデータ分析等が重要に

なりますので、座学の研修はそうした科目が最初の

方に多く設定されています。特に、自治大学校では

データ分析に力を入れているようで、来年度からは

ＲＥＳＡＳの研修が予定されているとのことです。）。

また、テストがあるものとレポートの提出が必要

なものがそれぞれ４科目ずつあるほか、事前課題が

必要な科目もありますので、正直、研修生活は決し

て楽ではありません。しかし、どれも地方自治にと

って必要なことであることですし、それ以上に、こ

の機会に出会えた４９人の素晴らしい仲間とともに

過ごしていることから、大変さの中でも充実感があ

ります。

先が長いと思われた研修生活も早いもので残りわ

ずかとなりま

した。二度と経

験できない自

治大学校での

研修生活、こ

れまで以上に

１日１日を大

切に過ごして行きたいと思います。

年末に見られるダイヤモンド富士

東北地区の研修生との交流会にて
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